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　この度は、思い
がけず大きな賞を
頂き、ありがとう
ございます。
昨年 6 月に子規博
であった、小学生
向けの勉強会に孫の付き添いで参
加しました。公園前で電車を降り
て孫と二人で公園の中を抜けると、
池にスイレンがいっぱい咲いてい
ました。勉強会で「はがき歌」を
作りましょうと言われた時、その
情景を子規さんに報告しようと思
って作ったのがこの歌です。

お問い合わせは、（教）子規記念博物館 ☎９３１-５５６６・ ９３４-３４１６へ
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岡
子
規
が
日
常
の
出
来
事
を
短
歌
形
式
で
は
が
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な
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送
っ
た
の
が
始
ま
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い
わ
れ
て
い
る「
は

が
き
歌
」。第
19
回
全
国
コ
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テ
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は
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日
か
ら
左
表
の

と
お
り
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

新料金 ※（　）内は５月３１日までの料金
区　分 一般料金（当日限り有効） 回数券（11枚つづり・３カ月有効）

霊の湯
３階個室

大 人 １，５５０円（１，５００円）
小 人 ７７０円（７５０円）

霊の湯
２階席

大 人 １，２５０円（１，２００円） １２，５００円（１２，０００円）
小 人 ６２０円（６００円） ６，２００円（６，０００円）

神の湯
２階席

大 人 ８４０円（８００円） ８，４００円（８，０００円）
小 人 ４２０円（４００円） ４，２００円（４，０００円）

神の湯
階 下

大 人 ４１０円（４００円） ４，１００円（４，０００円）
小 人 １６０円（１５０円） １，６００円（１，５００円）
高齢者 ２００円

※変更なし 
２，０００円
※変更なし 身障者

又
ゆうしんでん

新殿
観 覧

大 人 ２6０円（２50円）
小 人 13０円（12０円）

新料金 ※（　）内は５月３１日までの料金
区　分 月受券（１カ月有効）

本 館
３１回券

大 人 ７，６００円（７，４００円）
小 人 ２，９００円（２，７００円）

本 館
１５回券

大 人 ４，３００円（４，２００円）
小 人 １，６００円（１，５００円）
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５
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５
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率
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。
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円
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付
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翌
８
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０
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※（　

）内
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6/1〜
道
後
温
泉
本
館
の

入
浴
料
金
な
ど
の
改
定※料金改定前（5

月31日まで）に購
入の回数券・月受
券はその有効期限
内で利用可

村上 文子さん
（松山市）

支
給


